
1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他（諸収入）

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

合計 370,453 363,728

0

378,585

－ 302

事業番号 事業改善シート （26年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 担
当
課

部局 企画振興部

実施期間

33
システム

33
システム

達成

Ｈ26 H27
目標

県が関与
する理由

0

県でなければ実施不可（その他）
【左記の説明、根拠法令等】

課・室 情報政策課

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail

施策の総合的展開

目指す姿

現状
（予算編成

時）

５－１　高速交通・情報通信ネットワークの充実

４　地域情報化の推進　　５　電子自治体の推進

26年度 27年度

県民との協働による実施： 検討中

・民間通信事業者の高速情報通信サービスを利用したすべての県機関（行政、教育、警察）、市町村等を結ぶ行政情報ネットワークである
が、より一層安定的な稼働を確保するとともに、幅広い利活用の推進が課題。

・すべての県機関、市町村等が利用し、県内部の行政情報の共有、あるいは市町村と県を結ぶ
ネットワーク等を対象にした事業である。

第３期高速情報通信ネット
ワーク構築事業

直接成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H26事業実績
H26 H27

（当初） （決算） （当初）

370,453 363,728 378,283

成果目標の達成状況

項目

システム等利活用数

H25末
（実績） 目標 成果 達成状況

34
システム378,585

32
システム

314,463 346,704 363,728

8,258

3,934 4,384 4,047

311,158

概　算
人件費

1.00 1.00 1.00 1.00

8,258

□ 事業を実施しない ■ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

・引続きネットワークの利活用の推進を行う。
・現行ネットワークの運用が平成29年６月末で終了するため、外部有識者を含めた検討組織を設置し、より高品質・低コストの次期ネット
ワーク（第３期高速情報通信ネットワーク）の構築について検討する。

目標に対
する成果
の状況

平成26年度から、新たに流域下水道管理システムの利用が始まり、年々利用システムが増加している。

 概算事業費（B（A）+C） 322,721 354,962 371,986 386,843

8,258 8,258

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越

344,432 359,469 374,538

Aの
財源

348,366 363,853

378,585

合計（A) 315,419

4,261

当初予算

補正予算 △ 6,600

ネットワークの利活用の推進

高速情報通信ネットワーク整備事業 委託
・委託先（㈱ＮＴＴ東日本長野支店）
・県機関を結ぶネットワークの安定的な運営（市町村、
県立病院機構と共同運営）

・県と市町村等を結ぶ行政情報ネットワーク「情報ブロードウェイながの」の安定的な稼働を確保するとともに、幅広い利活用を推進。

315,419 348,366 370,453

02 06 01

高速情報通信ネットワーク整備事業

joho@pref.nagano.lg.jp

H24 ～ H29

区　　分（単位：千円） 24年度 25年度

mailto:joho@pref.nagano.lg.jp

